
平成30（2018）年

8 1 ２面ʜ੨গ年ର講座、サークル体験会、
保育室プレ体験 ! !　΄か

３面ʜ駅前ϑΣスタ2018ˍサークル体験
ϑΣア、利用者懇談会

４面ʜ公民館登録の更新について

207

「
朗
読
劇
の
会　

り
ふ
れ
」
は
、

平
成
27
年
度
に
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

が
実
施
し
た
講
座「
朗
読
劇
で
心
も

身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」
か
ら
生

ま
れ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
講
座
の
講

師
を
務
め
た
、
演
出
家
・
俳
優
の

山や
ま
ざ
き崎

巌い
わ
お

先
生
の
指
導
の
も
と
、
第

２
・
４
土
曜
日
の
午
後
、
ひ
ば
り

が
丘
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。	

メ
ン
バ
ー
は
20
代
か
ら
70
代
ま
で
の
、

朗
読
劇
以
外
に
も
演
劇
、
朗
読
、
イ

ラ
ス
ト
、
音
楽
等
の
表
現
活
動
を
行

う
多
才
な
11
人
で
す
。

取
材
日
に
稽
古
し
て
い
た
の
は
、

11
月
公
演
の
演
目
で
、
代
表
の
橋は

し
ぐ
ち口

紀の
り
こ子
さ
ん
が
書
き
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品『
僕
の
マ
リ
ー
』。
思
わ
ぬ

事
態
へ
と
向
か
う
、
上
高
地
へ
の
バ

ス
ツ
ア
ー
の
物
語
で
す
。

朗
読
劇
は
台
本
を
読
み
上
げ
る
点

は
朗
読
と
同
じ
で
す
が
、
声
で
表
現

す
る
だ
け
で
な
く
、
視
覚
的
効
果
で	

観
客
の
想
像
力
を
助
け
る
点
が
異
な	

り
ま
す
。
観
客
が
一
緒
に
旅
を
す
る

気
分
に
な
れ
る
よ
う
に
計
算
し
て
配	

置
し
た
椅
子
で
車
内
を
表
し
た
り
、	

台
本
を
カ
メ
ラ
に
見
立
て
た
り
…
。	

演
者
は「
動
き
」
と
と
も
に
演
じ
、

効
果
音
も
入
り
ま
す
。

朗
読
劇
の
魅
力
は
、「
表
現
す
る

こ
と
」で
み
ん
な
が
つ
な
が
り
、
共

に
創
り
上
げ
、
で
き
あ
が
っ
た
時
の

喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
こ
と
、
と

い
い
ま
す
。「
役
を
演
じ
る
こ
と
で
、

自
分
で
も
知
ら
な
か
っ
た
自
分
に
出

会
え
た
」と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

11
月
11
日
（日）
、
保
谷
こ
も
れ
び

ホ
ー
ル
で
、「
り
ふ
れ
」が
初
め
て
主

催
す
る
公
演
を
行
い
ま
す
。
山
崎
先

生
の
指
導
を
受
け
る
３
団
体
も
出
演

し
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は「
つ
な
が
る
、

つ
つ
ま
れ
る
」。「
舞
台
っ
て
凄す

ご

い
！　

ラ
イ
ブ
感
が
た
ま
ら
な
い
！
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。

サークル訪問

朗
読
劇
の
会

創
っ
て
、
演
じ
て
、
り
ふ
れ
ッ
シ
ュ
！

り
ふ
れ

今日は７人！　山崎先生と

旧保谷市役所
昭和42（１９６７）年撮影

西東京市中央図書館地域・行政資料室所蔵

保谷郵便局（現在の保谷町一丁目１番）
撮影：水口トミオ（保谷町在住）

写
真
で
見
る
　
い
ま
む
か
し

旧
保
谷
市
役
所

旧
保
谷
市
役
所
は
、
昭
和
43（
１
９
６
８
）年
６
月
に
現
在
の
保
谷

庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。（
市
制
施
行
は
昭
和
42
年
１
月
１
日
）

ひばりヶ丘

保 谷

田 無
西武柳沢 東伏見

保谷庁舎
ひばりが丘中

住吉会館
（ルピナス）

保谷郵便局
榎ノ木通り

田無庁舎

柳沢公民館

記憶を、新たに。
～戦跡をたずねて～

終戦から73 年。戦争中、西東京市域が空襲を受けたことを知っていますか？

「西東京市公民館だより」は、折に触れ、この空襲について取り上げて
きました。戦争の記憶を伝える戦争遺跡や慰霊碑などについても紹介し
たことがありますが、今号では、５つの戦争遺跡等を紹介します。
※併せて、関連記事もご覧ください。
２面「中島飛行機と西東京市の受けた空襲」
３面「平和を考える講座報告」青

しょうめん

面金
こ ん ご う

剛庚
こ う し ん ぞ う

申像

（泉町二丁目３番２号）

昭和 20 年 4 月２日のＢ 29
爆撃機による爆撃により、6腕
のうち、向かって右 2腕と左１
腕を失いました。

被爆した六体地蔵菩
ぼ さ つ

薩立像

宝樹院（泉町二丁目７番 25 号）

昭和 20（1945）年４月２日の
Ｂ29 爆撃機による爆撃により破
壊され、 地中に埋もれていまし
た。戦後、住職が掘り起こして傷
ついた体をコンクリートで補修し、地蔵堂内に安置しました。	
１体の頭部は見つからなかったため、後から作られたものです。
この日の空襲では時限爆弾が投下され、周辺の住民にも
犠牲者が出ています。

都立武蔵野中央公園に新しく編入されたエリアの説明板

今年 6月に開園した東側の拡張エリアには、中島飛行機武蔵製作所と空襲、
戦後の跡地利用に関する大型の説明板が５枚、設置されています。
拡張エリアは、中島飛行機武蔵製作所・東工場があった所で、爆撃照準点

に近接しています。ここには、2015年まで、当時、変電室だった鉄筋コンク
リート造りの 2階建ての建物が残されていました。
拡張エリアには、埋設物撤去工事の際、出土した東工場の地下道の床盤破片も展示されています。

模擬原子爆弾の着弾・爆発地　しじゅうから第二公園（柳沢一丁目 12 番地）

アメリカは、実戦訓練のために模擬原子爆弾を日本国内の 49カ
所に投下しました。昭和 20年 7月 29日、その中の１発が、現在、
しじゅうから第二公園がある場所に落ちました。当時、そこはじゃ
がいも畑で、農作業中の女性３人が亡くなり、11人が重軽傷を負
いました。
模擬原子爆弾は、本物の原爆と同形・同重量（4.5 トン）で、核物

質ではなく高性能爆薬が詰められていました。この時、爆弾を落と
したB29爆撃機（愛称「ボックスカー」）は、後に長崎に本物の原爆
を投下した機です。

しじゅうから第二公園の看板には「模擬原子爆弾の着弾・爆発地」であることが表示されています。
【協力】 渡部國夫氏（西東京に落とされた模擬原爆の記
録を残す会会員、武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する
会会員）

【参考資料】『戦争のきずあと・むさしの』 第64号（2018
年6月19日、武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会発行）

『じゃがいも畑へパンプキン－西東京市にも落とされ
た模擬原子爆弾－』（2015年4月1日、西東京に落とさ
れた模擬原爆の記録を残す会発行）

『戦争の記憶を武蔵野にたずねて－武蔵野地域の戦争
遺跡ガイド　増補版　初版５刷』（牛田守彦・高柳守久
著、ぶんしん出版、2015年７月）

幻の鉄道の跡

西武新宿線と青梅街道が交差するガードの

西武柳沢駅寄りにある小さなガード

中島飛行機武蔵製作所で製造したエンジ
ンを現谷戸町二丁目にあった試運転工場で
テストするための運搬用につくられた軽便
鉄道の跡です。

証言によると、
昭和 19年秋口に
線路の敷設が始
まり、10 月頃に
開通、昭和 20年
の終戦とともに

撤去されたそうです。線路は鉄製の枕木に
レールを溶接したはしご状の「軌

ききょう

框」といわ
れる簡易なもので、敷設も撤去も容易でした。




